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英語!、 I、ライティング計 15冊の教科書問の横断的分析と縦断的分析の両方を実施した点、 (3)23種類の
ライテイング教科書の質的分析を行い、作文課題の設定に関する教科書の具体的な問題点を洗い出した点、
(4)作文課題の分析に留まらず、それによって導き出された問題点から、プレ作文活動の作文に対する効果
について発展的な実験的研究を行っている点など、いずれも本研究の特長として評価に値する。さらには、
クラスター分析やコレスポンデンス分析のような統計手法を用いて教科書の特徴や教科書問の関係をより明
確に検証した点も、独自の成果として高く評価できる。
一方で、もう少し詳しい説明が必要と考えられる箇所も見受けられる。例えば、ライティング教科書‘のレ
ベル(難易)区分については、課題数や課題の内容等に関する考察結果だけでなく、その手順も表などで示
してあれば、よりわかりやすい記述になったと思われる。また、プレ作文課題の効果に関する実験的研究結
果の解釈についても、前半の誘導作文の有効性の議論とより深く関連付けることができたならば、一層説得
力のある議論が展開できたであろう。
以上のような諜題はあるものの、本論文は教材論の枠組みで行われた大規模で着実な実証的研究であり、
今後の当該分野の研究に大きく貢献するものであると言える。
平成 24年6月l呂、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと、本論
文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。審議の結果、審査委員全員一致で
合格と判定された。
上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士(言語学)の学位を受けるに十分な資格を
有するものと認める。
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